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長
崎
国
際
大
学
の
活
動
報
告

日
蒙
薬
学
交
流

次
世
代
研
究
者
の
育
成
目
指
す

　

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
に
よ
り
、
２
０
２

５
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
の
期
間
、
モ
ン

ゴ
ル
薬
科
学
大
学
の
学
生
７
名
お
よ
び
引
率
教
員
１

名
を
本
学
に
受
け
入
れ
、
薬
用
植
物
資
源
の
研
究
を

基
盤
と
し
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

近
年
、
薬
学
分
野
の
発
展
に
は
、
国
際
的
な
研
究
連

携
や
人
材
交
流
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

各
国
が
有
す
る
独
自
の
生
物
資
源
や
伝
統
医
療
の
知

見
を
相
互
に
活
用
す
る
こ
と
は
新
た
な
創
薬
シ
ー
ズ

の
探
索
や
持
続
的
な
研
究
体
制
の
構
築
に
つ
な
が
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
薬
学
部
に
お
い
て
も
、
海

外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
国
際
共
同
研
究
お
よ
び

人
材
交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
モ
ン
ゴ
ル
で
も
薬
用
植
物
資
源
を
活
用
し

た
研
究
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
分
析
技

術
や
研
究
設
備
に
は
依
然
と
し
て
課
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
薬
用
植
物
資
源
を
基
盤
と
し
た

モ
ン
ゴ
ル
と
の
持
続
的
な
国
際
研
究
交
流
の
構
築
」

を
テ
ー
マ
に
、
教
育
・
研
究
連
携
の
強
化
に
加
え
、

国
際
共
同
研
究
の
基
盤
形
成
と
次
世
代
研
究
者
の
育

成
を
目
指
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

■	

活
動
内
容

〈
教
育
研
究
施
設
見
学
〉	

附
属
図
書
館
や
附
属
薬
用

植
物
園
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
薬
学
部
の
教
育
研
究

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
大
型
の
学
生
実
習
室
、
模

擬
薬
局
や
模
擬
病
室
は
モ
ン
ゴ
ル
で
は
設
置
例
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
招
へ
い
者
は
高
い
関
心
を
示
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
最
新
の
研
究
設
備
に
つ
い
て
も
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
学
術
協
定
調
印
式
〉	

両
大
学
間
の
学
術
・
教
育
交

流
協
定
を
締
結
し
、
今
後
の
学
生
交
流
や
研
究
者
交

流
、
共
同
研
究
の
推
進
に
向
け
た
基
盤
を
整
備
し
ま

し
た
。
調
印
式
で
は
、
招
へ
い
者
は
民
族
衣
装
を
着

用
し
、
国
際
色
豊
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
式

が
進
行
し
ま
し
た
。
調
印
式
の
様
子
は
、
地
元
テ
レ

ビ
局
や
新
聞
社
の
取
材
を
通
じ
て
広
く
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

〈
研
究
体
験
〉	

薬
用
植
物
由
来
成
分
の
抽
出
・
分
離
、

分
析
機
器
に
よ
る
構
造
解
析
、
生
物
活
性
評
価
に
つ

い
て
の
説
明
と
研
究
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
一
部
の

科
学
技
術

振
興
機
構	

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
484
回

＝
特
別
連
載
＝

宇都	拓洋
（長崎国際大学
薬学部薬学科
薬品資源学研究室教授）

協定調印式における記念撮影（左端は著者の宇都拓洋氏）
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実
験
で
は
招
へ
い
者
自
身
が
主
体
的
に
実
験
に
取
り

組
み
、
活
発
な
質
問
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

〈
講
義
・
実
習
〉	

薬
学
部
２
年
生
の
講
義
「
生
薬
学

Ⅱ
」
を
受
講
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
生
薬
学
実
習
」

に
参
加
し
、
本
学
学
生
と
と
も
に
漢
方
薬
の
調
製
や

生
薬
の
鑑
別
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
初
は
互

い
に
緊
張
し
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
習
を

共
同
で
進
め
る
中
で
次
第
に
会
話
が
活
発
と
な
り
、

本
学
学
生
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
薬
学
教
育
に
つ

い
て
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
双
方
向
の
交
流

が
深
ま
り
ま
し
た
。

〈
日
本
の
自
然
理
解
〉	

西
海
国
立
公
園
・
九
十
九
島

地
域
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
長

崎
県
の
自
然
環
境
お
よ
び
海
洋
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
九
十
九
島
水
族
館
「
海
き
ら
ら
」
で
は

一
般
見
学
に
加
え
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
行
い
、

飼
育
現
場
や
ク
ラ
ゲ
の
繁
殖
設
備
、
浄
水
シ
ス
テ
ム
、

標
本
室
な
ど
を
見
学
し
、
日
本
に
お
け
る
海
洋
生
物

の
飼
育
・
研
究
の
現
場
を
体
感
し
ま
し
た
。

〈
日
本
の
医
薬
の
歴
史
理
解
〉	

中
冨
記
念
く
す
り
博

物
館
を
訪
問
し
、
日
本
に
お
け
る
医
薬
の
歴
史
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
生
薬
標
本
や
伝
統
的
な
薬
づ
く

り
に
用
い
ら
れ
て
き
た
器
具
類
を
見
学
し
、
漢
方
が

日
本
の
文
化
や
社
会
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
過
程
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

〈
日
本
文
化
へ
の
触
れ
合
い
〉	

佐
世
保
市
街
地
を
散

策
し
、
港
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
散
策
時
に
は

佐
世
保
港
に
大
型
旅
客
船
が
入
港
し
て
お
り
、
内
陸

国
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
招
へ
い
者
に
と
っ
て
、
港
に

大
型
客
船
や
自
衛
隊
お
よ
び
米
軍
の
艦
船
が
停
泊
す

る
光
景
は
日
常
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
最
終
日
に
は
、
太
宰
府
天
満
宮
を
参
拝
し
、
日

本
の
精
神
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参

拝
後
に
は
名
物
の
梅
ヶ
枝
餅
を
味
わ
い
ま
し
た
。

〈
修
了
証
授
与
式
・
意
見
交
換
会
〉	

参
加
者
へ
修
了

証
が
授
与
さ
れ
、
記
念
品
と
し
て
季
節
の
花
を
あ
し

ら
っ
た
有
田
焼
の
プ
レ
ー
ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
今
後
の
学
生
間
の
交
流
や
共
同

研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■	

日
蒙
双
方
の
学
生
へ
の
効
果

　

修
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
招
へ
い
者
全
員
が

非
常
に
高
い
満
足
度
を
示
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
た
内
容
と
し
て
は
、
大
学
お
よ
び
研
究
施
設
の

見
学
、
実
験
・
研
究
活
動
へ
の
参
加
、
講
義
内
容
、

研
究
・
教
育
設
備
の
充
実
度
、
な
ら
び
に
教
員
の
指

導
方
法
が
多
く
挙
げ
ら
れ
、
日
本
の
高
度
な
科
学
技

術
と
整
備
さ
れ
た
研
究
環
境
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
生
活
様
式
や
食
文
化
、
人
々
の

親
切
さ
に
対
し
て
も
好
意
的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
本
学
学
生
に
と
っ
て
も
、
交
流
を
通
し

て
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
や
薬
学
教
育
の
違
い
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■	

今
後
の
展
望

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
契
機
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
薬
科
学

大
学
と
の
連
携
を
一
層
深
化
さ
せ
、
共
同
研
究
体
制

の
構
築
、
学
生
交
流
の
継
続
的
実
施
、
お
よ
び
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
互
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
現

在
、
具
体
的
な
薬
用
植
物
に
着
目
し
た
研
究
テ
ー
マ

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
共
同
研
究
開
始
に
向

け
た
準
備
が
進
行
中
で
す
。
ま
た
、
近
い
う
ち
に
本

学
側
の
教
員
が
モ
ン
ゴ
ル
薬
科
学
大
学
を
訪
問
し
、

現
地
研
究
環
境
の
視
察
お
よ
び
研
究
計
画
の
具
体
化

を
行
う
予
定
で
す
。

天然物活性評価の研究体験

長崎国際大の学生と「生薬学実習」に取り組む招へい者




